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畜産総合研究センターの３分会畜産総合研究センターの３分会

君
津
市
職
は
、
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め

る

８
項

目
で

交
渉

を
行

い
、
11
月
21
日
の
最
終
交

渉
に
は
市
長
就
任
後
初
め

て
石
井
宏
子
市
長
が
出
席

し
ま
し
た
。
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働
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項
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渉

を
行

い
、
11
月
21
日
の
最
終
交

渉
に
は
市
長
就
任
後
初
め

て
石
井
宏
子
市
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

千
葉
県
は
、
畜
産
産
出

額
が
１
４
０
０
億
円
を
超

え
、
全
国
５
位
の
畜
産
王

国
で
す
。
こ
の
千
葉
県
の

畜

産
農

家
を

支
え

る
の

が
、
県
の
研
究
機
関
で
あ

る
畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
で
す
。
八
街
、
市
原
、

嶺
岡
の
３
か
所
に
分
か
れ

て
牛
・
鶏
・
豚
に
つ
い
て

試
験
研
究
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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を
行
っ
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ま
す
。

県
の
畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
来
年
度
３
人

の
畜
産
技
術
員
（
現
業
職
）
が
採
用
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
長
年
の
「
退
職
不
補
充
」
を

転
換
さ
せ
た
背
景
に
は
、
職
場
・
職
種
を
越
え
た

団
結
と
粘
り
強
い
運
動
が
あ
り
ま
し
た
。
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そ
う
し
た
中
で
、
近
年

総
務
課
の
ト
ー
ン
が
「
現

業
職
員
に
新
採
が
な
い
こ

と
で
職
員
の
負
担
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
」

と
変
化
し
、
つ
い
に
３
人

の
採
用
を
勝
ち
取
っ
た
の

で
す
。

仕
事
へ
の
誇
り
と
熱
い

思
い
を
語
り
、
粘
り
強
い

運
動
が
勝
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取
っ
た
貴
重

な
一
歩
で
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活
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が

あ
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喜
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が
、
そ
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が
職
場
と
、
子

育
て
に
直
面
し
て
い
る
職

員
の
双
方
に
負
担
を
強
い

て
い
る
こ
と
は
非
常
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
（
中
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）
安
心
し
て
育
児
が
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、
君
津
市
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大

変
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要
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の
皆
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「
畜
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技
術
員
」
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、

各
所
で
試
験
研
究
の
補
助
、

家
畜
の
世
話
な
ど
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

２
０
０
０
年
４
月
を
最
後

に

18
年
間
採
用
が
な
く
、

何
と
７
割
の
畜
産
技
術
員

が

50
歳
代

以
上

と
な

っ

て
い
ま
す
。
欠
員
は
「
嘱

託
職
員
で
対
応
」
と
さ
れ

て
お
り
、
せ
っ
か
く
慣
れ

て
も
３
年
で
辞
め
て
し
ま

う
た
め
職
場
か
ら
は
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
畜
産
技
術
員
」
は
、

各
所
で
試
験
研
究
の
補
助
、

家
畜
の
世
話
な
ど
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

２
０
０
０
年
４
月
を
最
後

に

18
年
間
採
用
が
な
く
、

何
と
７
割
の
畜
産
技
術
員

が

50
歳
代

以
上

と
な

っ

て
い
ま
す
。
欠
員
は
「
嘱

託
職
員
で
対
応
」
と
さ
れ

て
お
り
、
せ
っ
か
く
慣
れ

て
も
３
年
で
辞
め
て
し
ま

う
た
め
職
場
か
ら
は
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

務
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、

危
険
も
伴
い
ま
す
。
畜
産

の
技
術
（
→
下
参
照
）
は

一
朝
一
夕
に
習
得
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
技
術
継

承
の
た
め
に
は
正
規
職
員

の
採
用
が
必
要
な
の
で
す
。

県
職
労
は
長
年
、
現
業

職
員
の
採
用
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
総
務

課
は
交
渉
で
「
人
員
は
関

係
部
署
と
協
議
の
上
、
適

正
に
配
置
し
て
い
る
」
と

の
回
答
に
終
始
し
て
い
ま

し
た
。
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畜産課で感謝を伝える３人畜産課で感謝を伝える３人

▼
「
毎
月
勤
労
統
計
」

の
信
頼
性
が
大
き
く
揺

ら
い
で
い
ま
す
。
大
企

業
を
全
数
調
査
す
べ
き

と
こ
ろ
を
２
０
０
４
年

以
降
、
東
京
都
分
を
抽

出
調
査
と
し
た
た
め
不

正

確

に
な

り

、

さ
ら

に
、
そ
れ
を
補
う
「
補

正
」
と
い
う
「
操
作
」

も
行
な
っ
て
い
ま
し
た

▼
厚
労
省
は
、
雇
用
保

険
、
労
災
保
険
、
事
業

主

へ

の
助

成

金

な
ど

で
、
給
付
額
の
算
定
の

際
に
、
低
め
に
出
た
賃

金
額
を
用
い
て
算
定
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
失
業
給
付
で
は
、

約
１
５
６
７
万
人
に
平

均
約
１
３
５
０
円
、
年

金
給
付
で
は
約
27

万
人

に
平
均
９
万
円
な
ど
の

多
額
の
不
足
が
生
じ
た

と
し
て
い
ま
す
▼
こ
れ

自
体
大
変
な
問
題
で
す

が
、
さ
ら
に
深
刻
な
の

は
、
日
本
の
政
策
づ
く

り
に
重
大
な
影
響
が
あ

る
こ
と
で
す
。
安
倍
首

相
は
、
「
賃
上
げ
が
続

い
て
い
る
」
と
し
て
10

月
の
消
費
税
引
き
上
げ

を

正

当
化

し

て

い
ま

す
。
し
か
し
、
野
党
の

試
算
で
は
、
２
人
以
上

世
帯
の
「
実
質
家
計
消

費
支
出
」
は
こ
の
６
年

で
約
25

万
円
減
少
し
、

実
質
賃
金
で
も
約
10
万

円
下
が
っ
て
い
る
と
し

て
い
ま
す
。
今
の
国
会

論
戦
を
見
て
い
て
、
統

計
の
価
値
の
大
き
さ
と

危
な
さ
を
感
じ
ま
す
。
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は、体重が６００㌔を超えるもの

もいて作業には危険が伴います。

また、牛が床で滑って倒れ動けなくな

った場合には放置すると胃の内部のガスで死んで

しまうため、すぐに起こす必要がありますがそれ

には経験と技術が必要です。

には現在精液を凍結する確立した

技術はありません。農家からの

「豚が発情した」との連絡を受けてからすぐに採

精して届けています。雄豚は体も大きく気も荒

く、採精には技術が必要です。現在では技術を持

つ職員が少なくなり、負担が集中しています。

では、何百羽もいる鶏の中で様子
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技術はありません。農家からの

「豚が発情した」との連絡を受けてからすぐに採

精して届けています。雄豚は体も大きく気も荒

く、採精には技術が必要です。現在では技術を持

つ職員が少なくなり、負担が集中しています。

では、何百羽もいる鶏の中で様子

のおかしいものを早期発見するこ

とが求められます。予防接種では、鶏

の中から１羽を捕り、接種してまた返

すという作業が連続しますが、手際よくやらない

と爪やくちばしで大けがをする恐れがあります。
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